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【 背 景 】

近年、外来化学療法が盛んになっており、外来輸血は増加傾向で

ある。一方、外来輸血の問題点として、患者が帰宅するため副反応

の把握が困難であり、時に重篤な副反応が見逃され、十分な安全

性が担保されているとは言い難い。
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（大規模…500床以上、 中規模…300床～499床、 小規模…20床～299床、 診療所等…0床～19床）
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外来輸血の実態調査
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Q.今まで外来輸血を行ったことがありますか＜調査概要＞

➢ 対象期間 ： 2020年4月1日
～2021年3月31日

➢ 対象施設 ： 対象期間に輸血用血液
製剤の供給があった県内
医療機関143施設

➢ 回収率 ： 78.3％（112施設/143施設）
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施設規模・製剤別 実施状況

（大規模…500床以上、中規模…300床～499床、小規模…20床～299床、診療所等…0床～19床）

赤血球製剤
施設数 患者数 単位数

大規模 2 295 3,690

中規模 9 922 7,930

小規模 25 250 2,318

診療所等 8 54 305

計 44 1,521 14,243

血小板製剤
施設数 患者数 単位数

大規模 2 53 5,390

中規模 7 137 14,810

小規模 3 36 4,520

診療所等 0 0 0

計 12 226 24,720

（n=44）

【 外来輸血の実態調査 】
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【 症 状 別 】

※カッコ内は帰宅後に発生した副反応件数

外来輸血を行った47施設のうち17施設（36.2％）で計459件の副反応

【 製 剤 別 】

副反応発生状況

【 外来輸血の実態調査 】
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【 目 的 】

本調査では、外来輸血後の副反応を、アンケート作成・管理クラウドサー

ビスであるGoogle Formを用いて収集し、患者と医療者がリアルタイムに

副反応を共有できるシステムを新たに構築することで、外来輸血の安全性

の向上が図られることを明らかにする。

Google Formを用いた

外来輸血後副反応調査と副反応への対応

5



【期待される効果】

今まで明らかでなかった外来輸血後の副反応の種類や頻度が明らかになると

同時に、生じた副反応の早期治療が可能となるほか、蓄積された副反応データ

をもとに全県的に利用できる外来輸血マニュアルや患者向けの案内の作成を

するなど、より安全な外来輸血管理体制を包括的に構築することができる。

さらに、患者と医療者のインターネットを介した繋がりは、今後増えることが予

想される在宅輸血への安全性向上にも寄与することが期待できる。
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【 調査概要 】

➢調査期間 ： 2021年11月1日（各施設の倫理審査後）から2022年2月28日

➢調査実施施設 ： 群馬県内の血液内科を有する７施設

➢調査方法 ： 同意が得られた患者に二次元コードが印刷された

説明書を渡し、患者は二次元コードからGoogle 

Formにアクセスして副反応の有無などを回答

した。副反応への早期対応を目的とし、重篤な

副反応と考えられる症状を回答した場合、輸血

実施施設の連絡先と連絡を促すメッセージが

画面に表示されるようFormを作成した。

（患者説明書）
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【 結 果 】

原疾患 患者数

骨髄異形成症候群 16

急性骨髄性白血病 ２

再生不良性貧血 ２

サラセミア 1

先天性TTP 1

骨髄繊維症 1

原因不明の貧血 1

➢原疾患

➢調査に参加した患者は24名

患者背景

➢年齢は23～91歳で、中央値は72歳
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➢ 輸血した血液製剤は、赤血球製剤81本、血小板製剤18本、

血漿製剤９本の合計108本

➢ 同日における複数製剤の輸血（例：同じ日に赤血球製剤と血小板製剤

を輸血）を１回とすると合計103回の輸血で、回答があったの

は81回（78.6％）、副反応は２件（1.9％）報告された。

➢ 報告された副反応は赤血球製剤と血小板製剤が１件ずつで、

症状は体の痒み、発熱であり重篤な副反応はなかった。また、

副反応への緊急対応を行った症例もなかった。
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Googleフォームへの回答
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【 考 察 】

➢ 今回の調査で、78.6％の輸血に対して副反応に関する回答を得た。同様の調査

がなく、回答率の良し悪しの評価はできないが、実施した輸血回数に対して８割近

い回答を得たということは、副反応の報告システムとして一定の有効性を示してい

ると考えられる。

➢ 帰宅後に一定数の副反応が起きていることが分かり、このことから、副反応につ

いて患者への注意喚起が重要であり、輸血実施施設では帰宅後の副反応への

対応を決めておく必要があると思われる。
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群馬県合同輸血療法委員会 輸血関連看護師会

外来輸血患者向けパンフレット
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外国語版（英語、中国語、スペイン語、ポルトガル語、ベトナム語）

ポルトガル語版 ベトナム語版
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一方、webを使った手法や調査そのものの問題点が見られた。

➢ 外来で慢性的に輸血を行っている患者は一般的に高齢であり、スマートフォンを
使えず調査に参加できない患者がいた。

➢ アンケートフォーム画面に到達しても見当違いのコメントが入力されていたり、
短時間に何回も同じ内容の回答が寄せられたりと不適切と思われる回答が見ら
れ、患者側の慣れも必要と思われる。

➢ さらなる回答率の改善に向けて、原因の調査が必要である。

➢ 調査期間中に輸血関連循環過負荷（TACO）が１例発生していた。しかし、この
時の患者の回答は 「 体調に変化なし 」 であり、体調が悪いにもかかわらず
適切な回答が得られなかった。第三者が介在しない自己回答式のアンケートで
あるため必ずしも正しい回答を得られないという本調査の根本的な問題点も
明らかになった。
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ま と め
➢ 実施した輸血の8割に対して副反応が観察できる有効なwebベースのシステムが構

築できた。こうした患者と医療者のwebを介した繋がりは、今後増えることが予想され

る在宅輸血への安全性向上にも寄与することが期待できる。

➢ 外来輸血後の副反応が一定数発生していることが証明された。

➢ 回答率の改善に向けて、原因の調査が必要である。また、本調査の根本的な問題点も

明らかになり、調査方法の改善も必要である。
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